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№
１
３
８
７
（
二
〇
二
四
年
一
月
一
日
）
号
～

№
１
３
８
７
（
二

〇

二

四

年

一

月

一

日

）
号

■
巻
頭
言
■

旅
日
記

高
田

勝
弘

変
な
お
や
じ
三
人
の
下
北
半
島
の
旅

新
社
会
党
の
現
状
を
憂
う

山
下

俊
幸

新
社
会
党
は
社
民
党
の
「
下
請
け
機
関
」
？

原

野
人

ー
共
同
戦
線
と
第
３
極
に
つ
い
て
ー

世
界
の
動
き

激
動
へ

伊
勢

太
郎

ー
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ガ
サ
ー

原
発
の
な
い
社
会
を
目
指
し
て

起
死
回
生
の
１
万
人
集
会
を
実
現
し
よ
う
！

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№

１
３
８
８
（
二

〇

二

四

年

二

月

一

日

）
号

■
巻
頭
言
■

労
働
者
思
想
の
学
習
と
実
践

関
口

正
章

戦
争
反
対
・
モ
ノ
言
え
る
労
働
組
合
を
！

職

場

点

検

蓑
輪

泰
臣

ー
企
業
こ
え
交
流
、
摘
発
強
化
ー

そ
ご
う
・
西
武
労
組
ス
ト
ラ
イ
キ

本
村

充

ー
何
が
明
か
に
な
っ
た
か
ー

原
発
全
廃
の
う
ね
り
の
出
発
点
に
！

稲
村

守

ー

・
３

と
め
よ
う
！

原
発
依
存
社
会
へ
の
暴
走

全
国
集
会
ー

12

金
融
機
関
の
儲
け
に
手
を
貸
す
厚
労
省

高
田

勝
弘

ー
こ
こ
ま
で
来
た
の
か
「
自
助
努
力
」
ー

「
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
」
の
全
面
的
破
綻

原

野
人

ー
「
死
の
灰
」
の
「
中
間
貯
蔵
施
設
」
と
「
最
終
処
分
場
」
ー

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№

１
３
８
９
（
二

〇

二

四

年

三

月

一

日

）
号

■
巻
頭
言
■

こ
れ
で
良
い
の
か
労
働
組
合

山
下

俊
幸

第

回
「
労
働
・
社
会
科
学
学
習
会
」

43

職
場
、
組
合
の
課
題
に
立
ち
向
か
う
春
闘
に

国
労
上
野
反
合
研

福
島
原
発
事
故
か
ら
満

年
が
た
っ
て

原

野
人

13

ー
能
登
半
島
地
震
は
強
く
警
告
す
る
ー

能
登
半
島
地
震
に
思
う

国
分

富
夫

東
電
刈
羽
柏
崎
原
発
再
稼
働
め
ぐ
り

ー
絶
対
あ
き
ら
め
な
い
ぞ
ー

高
田

勝
弘

老
朽
原
発
・
美
浜
３
号
機
再
稼
働
現
地
抗
議
行
動
（
２
４
年
１
月
１
８
日
）

稲
村

守

ー
美
浜
原
発
の
見
え
る
丹
生
地
区

雨
の
中
抗
議
デ
モ
ー

根
室
本
線
（
富
良
野
ー
新
得
間
）

３
月
末
廃
止
を
考
え
る
意
見
交
換
会

佐
野

周
二

ど
こ
ま
で
増
長
す
る
か
死
の
商
人

原

野
人

ー
災
害
救
助
の
軽
視
と
武
器
輸
出
・
敵
基
地
攻
撃
装
備
の
推
進
ー

地
域
共
生
社
会

私
た
ち
の
考
え
と
政
府･

財
界

滝
野

嘉
津
子

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り


